
担当課・室名 欧州局アジア欧州協力室

評価
アジア欧州財団（ＡＳＥＦ）拠出金（義務的拠出金）

アジア欧州財団（ＡＳＥＦ）

（４）　成果目標：我が国人材の知見，専門性を通じたＡＳＥＦの活動の質の
向上。

　　活動指標：邦人職員の維持（１名）。

２０１５年６月時点：２．６％（邦人職員１名／職員３９名）

２．　PDCAサイクルの確保 　ＡＳＥＦにおいては，以下のとおりＰＤＣＡを確保。
① Plan:理事会で事務局が次年度予算案を策定。理事会にて予算案の承認。②Do:我が国の義務的拠出金支払。ＡＳＥＦによる予算案執行。アジ
ア欧州協力室によるＡＳＥＦの運営・活動のモニタリング。③Check:活動報告書による運営活動の成果を評価。④Act:理事会，執行委員会及び事
務局への随時連絡を通じて運営における要改善事項もしくは内容説明を申入れ。

（２）　成果目標：ＡＳＥＭ参加国の理事によって構成されるＡＳＥＦ理事会等
の意思決定における我が国のプレゼンスの強化を通じ，ひいては，ＡＳＥ
Ｍ（アジア欧州会合）のマルチの場において，我が国の発言力・影響力を
背景とした決定や採択を確実なものとする。

　　活動指標：ＡＳＥＦの活動意思決定機関における委員（幹部）の地位の
継続的確保。

これまで，我が国理事は，議長，副議長，執行委員または財務監査委員のポストを獲得してきた。直近では，我が国は，２０１３年２月から執行委
員のポストを占めており，ＡＳＥＦ活動のプロジェクトの決定に影響力を行使してきている。

（３）　成果目標：効率的な組織・財政マネジメントの実現

　　活動指標：拠出国の貢献度が目に見える資金調達メカニズムの導入

ＡＳＥＦ理事会にて資金調達メカニズム見直しのタスクフォースが結成され，現在，三段階の自己申告方式を執っている拠出方式について，比例性
の観点から，ＡＳＥＦが拠出額の多寡に応じて各国の意見を反映する優先順位を明確にし，ＡＳＥＦにおける効率的な意思決定及び財政管理を可
能とする資金調達メカニズムへの変更を議論しているところ。

国際機関の概要

アジア・欧州両地域間の相互理解促進のため，１９９６年３月，第1回ＡＳＥＭ首脳会合で設立方針を決定。１９９７年２月設立。
・事務局はシンガポールに所在し，参加国数は５１ヶ国＋２機関。
・知的交流，文化交流，人物交流及び広報の４分野において事業を実施。

拠出により我が国が期待する成果目標及び活動指標 達成状況

１．（１）　成果目標：ＡＳＥＦへの拠出を通じて，欧州諸国がアジアの直面す
る諸課題についての幅広い理解を得るとともに，豊かな文化的・人的資
源，価値観の理解を得るように，知的交流，文化交流，人物交流等を行
う。

　活動指標：ＡＳＥＦ活動を通じた我が国重要外交施策への貢献。

　現在，義務的拠出金拠出可能額に応じて三段階（Ａ～Ｃ）の拠出方式が取られているＡＳＥＦの資金調達メカニズムにおいて，我が国は設立当初
からＡを維持し続け，ＡＳＥＦにおける高い発言力及び影響力を確保している。
　ＡＳＥＦ事務局は，知的交流，文化交流等の促進を目指すことを重視しつつ，拠出国の政策との連動性にも配慮しながら，独自に事業を立案・実
施している。たとえば，平成26年度に実施された女性・若者の雇用促進を目指すシンポジウムや世界的経済不況脱却に関するフォーラム等は，我
が国重要施策を発信する場として活用できた。
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